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大会結果　　　矢野杯争奪　　　矢野杯争奪
日本拳法第日本拳法第3838 回東日本学生個人選手権大会回東日本学生個人選手権大会

日時：2025 年 6 月 8 日 ( 日 )　13 時開会

会場：大森スポーツセンター

競技：トーナメント方式による個人戦
　　　2 分間 3 本勝負　※段の部・女子の部の準々決勝以上は、3 分間 3 本勝負

主催：東日本学生拳法連盟

後援：（一社）日本拳法競技連盟、日本拳法連盟

大会会長：長澤 政行　（東日本学生拳法連盟会長）

大会実行委員長：渕上 真郁（東日本学生拳法連盟委員長：國士舘大学）

優 勝 木戸　拓磨　1 級（慶應義塾大学）

準 優 勝 田熊　颯太　3 級（國士舘大学）

第 三 位 熊田　龍士　2 級（國士舘大学）

優 勝 井上　晴未　三段（早稲田大学）

準 優 勝 坂 本　  愛　初段（中央大学）

第 三 位 眞 木　  緑　初段（青山学院大学）

優 勝 土屋　泰生　三段（明治大学）

準 優 勝 山田　太粋　三段（明治大学）

第 三 位 山田　健斗　四段（明治大学）
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